
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

担い手の経営のライフステージに応じた支援 

タイトル 平成２７年冬の異常気象(暖冬)被害にかかる支援資金の対応

ＪＡ名 ＪＡバンク神奈川 （神奈川県） 

１ 動機 

（経緯） 

平成２７年冬の異常気象(暖冬)の影響により、露地野菜の価格が下落し、購買代

金未収決済等の資金繰りが逼迫する農業者が見込まれたため、資金面から支援す

べく、災害救済資金として、ＪＡ転貸貸出資金による無利息・無担保、保証料無

料の資金対応を実施いたしました。 

２ 概要 (貸付対象者) 平成２７年冬の異常気象による農業被害を受けた農業者 

(資金使途 ) 平成２７年冬の異常気象の影響により不足した運転資金 

(貸付限度額) 原則５００万円以内 

(貸付期間 ) 原則 ５年以内（うち据置期間１年以内） 

(貸付利率 ) 無利息 

(償還方法 ) 原則、年１回の元金均等償還 

(保      証) 神奈川県農業信用基金協会の債務保証（保証料無料） 

(担      保) 原則無担保 

(取扱期限 ) 平成２８年６月３０日 

３ 成果 

（効果） 

平成２８年２月より取扱を開始しており、平成 27年度実績につきましては、ＪＡ

よこすか葉山にて ６件 １１，５００千円実行があり、農業者の購買代金未収金

を解消する事ができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も運転資金が不足している農業者からの申込が予定されており、平成２８年

６月３０日まで取扱をし、農業者の運営が円滑に行えるよう、迅速に対応を行い

ます。 


